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■
規
律
服
装
の
部

【
優
勝
】
第
５
分
団

【
２
位
】
第
４
分
団

【
３
位
】
第
３
分
団

■
機
械
器
具
の
部

【
優
勝
】
第
５
分
団

【
２
位
】
第
３
分
団

【
３
位
】
第
１
分
団

■
標
的
倒
し
の
部

【
優
勝
】
第
５
分
団
第
４
班　
中
尾
班

【
２
位
】
第
４
分
団
第
４
班　
馬
場
班

【
３
位
】
第
５
分
団
第
１
班　
柳
水
班

　
菊
陽
町
消
防
出
初
式
が
１
月
19
日
、
菊

陽
杉
並
木
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
優
良
消
防
団
員
の
表
彰
、
消
防
団
員
に

よ
る
分
列
行
進
、
通
常
点
検
、
標
的
倒
し

が
実
施
さ
れ
、
消
防
団
員
４
０
２
人
が
防

災
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
な
か
よ
し
園
、
み
ど
り
園
の
園
児
は
分

列
行
進
を
実
施
。
大
き
な
声
で
「
防
火
の

誓
い
」
を
宣
誓
し
ま
し
た
。

　
各
競
技
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

令
和
２
年

1 全種目での優勝を喜び、分団
長を胴上げ　 2 火点を狙って放
水　 3 消防団員による分列行進
4 通常点検で団員の規律などを
審査　 5 開会式で各分団の旗が
並ぶ　 6 朝焼けの中に並ぶ積載
車　 7 幼年消防クラブによる

「防火の誓い」宣誓　 8 矢野団
長による訓示　 9 ホースを持っ
て火点へ疾走　10 優勝旗の授与
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表
彰
者
名
簿（
敬
称
略
）

■
熊
本
県
消
防
協
会
長
定
例
表
彰

感
謝
状

　
有
村　
英
敏

功
績
章

　
第
１
分
団　
井
手
上　
義
人
、
本
田　
博
史

　
第
２
分
団　
鎌
田　
登
、
内
村　
亮
平
、

　
　
　
　
　
　
矢
野　
和
也
、
矢
野　
隆
弘

　
第
３
分
団　
酒
井　
孝
紀
、
宮
田　
一
博

　
第
４
分
団　
西
岡　
洋
平

　
第
５
分
団　
鹿
子
木　
進
也
、
後
藤　
寿
徳

勤
績
章

　
第
２
分
団　
上
田　
健
太

　
第
３
分
団　
梅
田　
仁
、
小
平　
利
宏

　
第
４
分
団　
中
尾　
功
、
菊
川　
武
史
、

　
　
　
　
　
　
吉
岡　
真
吾

　
第
５
分
団　
上
田　
晃
太
、
宮
本　
雄
太
、

　
　
　
　
　
　
西
川　
和
将
、
竹
田　
純
、

　
　
　
　
　
　
紫
藤　
登

■
熊
本
県
消
防
協
会
菊
池
郡
支
部
長
定
例
表
彰

優
良
消
防
分
団
表
彰

　
第
４
分
団

優
良
消
防
団
員

　
第
１
分
団　
岩
崎　
彰
、
山
川　
啓
太
、

　
　
　
　
　
　
當
山　
清
寿
、
森
田　
慎
一
朗
、

　
　
　
　
　
　
吉
山　
範
博
、
大
場　
裕
介

　
第
２
分
団　
荒
木　
亮
輔
、
上
田　
健
太
、

　
　
　
　
　
　
古
庄　
健
佑

　
第
３
分
団　
野
田　
裕
志

　
第
４
分
団　
南　
直
樹

　
第
５
分
団　
斉
藤　
雅
人
、
髙
木　
浩
勢
、

　
　
　
　
　
　
服
部　
史
哉
、
笠　
大
輔

　
本
部
機
動
隊　
馬
場　
昌
矢

■
菊
陽
町
長
定
例
表
彰

退
職
分
団
長
感
謝
状

　
坂
田　
洋
明
、
森　
和
史
、
平
野　
佑
典
、

　
吉
岡　
洋
伸
、
丸
林　
雄
二

優
良
消
防
団
員

　
第
１
分
団　
牧
野　
直
弘

　
第
２
分
団　
矢
野　
敬
士
、
宇
野　
善
博

　
第
３
分
団　
松
村　
剛
志
、
松
本　
憲
亮
、

　
　
　
　
　
　
野
口　
茂
生

　
第
４
分
団　
松
本　
研
伸
、
大
川　
裕

■
消
防
庁
長
官
表
彰（
銀
杯
）

勤
続
25
年
以
上
退
職
消
防
団
員

　
第
１
分
団　
有
村　
英
敏

　
第
２
分
団　
村
上　
邦
彦

　
第
２
分
団　
田
北　
正
臣

勤
続
15
年
以
上
退
職
消
防
団
員

　
第
１
分
団　
中
村　
良
二

　
第
２
分
団　
東　
雅
美

　
第
３
分
団　
吉
岡　
秀
敏
、
朝
長　
庸
生
、

　
　
　
　
　
　
荒
木　
智
美

　
第
４
分
団　
黒
澤　
慎
太
郎
、
那
須　
啄
弥
、

　
　
　
　
　
　
松
岡　
大
輔
、
竹
田　
城
二

　
第
５
分
団　
相
馬　
雄
介
、
宮
川　
修
、

　
　
　
　
　
　
鹿
子
木　
康
浩
、
相
馬　
信
一
、

　
　
　
　
　
　
紫
藤　
大

■消防団の活動
　消防団は、消防組織法に基づいて全国の市町村に設置
される消防機関です。消防団員はそれぞれ自分の仕事を
持ちながら、地域防災の担い手として地域に密着して活
動しています。住民の安全と安心を守るという重要な役
割を持ち、火災などの事態に備えていろいろな準備をし
ています。
　また、近年は女性の消防団員も増加しており、火災予
防や応急手当の普及啓発などでも活躍しています。
■平常時の活動
❶消火・防災訓練

　火災現場での消火を想定した訓練（放水活動）を行っ
ています。各地域で開催される防火訓練にも積極的に
参加します。
❷救命講習会

　救急車が到着するまでの応急手当の仕方や、ＡＥＤ
の使い方、けがをした人や急な疾病で倒れた人への対
応方法などの講習を受講しています。

❸防火啓発活動
　町内を巡回して防火指導などの啓発活動を行ってい
ます。また、災害時に救護が必要な人を把握すること
も重要な役割です。

■災害時の活動
❶消火活動

　火災の際には、自宅や職場から現場に駆けつけて消
火活動を行います。消防隊員よりも先に現場に到着す
ることもあるため、初期消火や消防隊員の後方支援な
どをその場に応じて展開します。
❷捜索・救助活動

　災害の際には、地域を知り尽くした消防団の捜索・
救助活動は大きな力になります。災害発生直後から地
域と連携し、捜索・救助活動や避難誘導を行います。
❸水防活動

　風水害の際には、河川などの警戒や土のう積みなど
を行います。また、住民の避難誘導や救助を行うとと
もに、災害復旧作業も支援します。

問 総務課　交通防災係　☎（232）2111
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